
　消防団員は、会社員や自営業、学生、主婦など本来の仕事などを
持ちながら、災害が発生した時には消防職員と共に災害救助活動を
行う人たちのことです。地域の防災行動力を高めるための初期消火
や、応急救護指導などを通して市民の安心・安全を守っています。

「消防団員ってどんな活動をしているの？」「誰でもなれるの？」など、

よく寄せられる質問に現役の消防団員が答えます。

「私もやってみたい」と興味をそそられた方は、

ぜひ３ページでご紹介している公式ホームページからエントリーしてみて。

（消防局 警防課 消防団班　☎096-372-2770）

みなさんの素朴な疑問に
現役団員が答えます！

Q 消防団員と消防職員って
どう違うの？

　18歳以上の健康な方なら男女を問わず入団できますが、定年制を
設けており70歳が定年になります。また、所属する地域に居住または
勤務していることが条件になります。

Q年齢制限などはありますか？

　消防団員は非常勤で特別職の地方公務員です。そ
のため、報酬として年間一定の金額が、また、災害時の
出動や訓練の参加回数に応じて手当が支給されます。

　「消防団に興味がある！」とい
う方は、まずはホームページか
らエントリーください。市消防局
が窓口となり、所属可能な分団
の代表との橋渡しを行います。

Q 消防団は
ボランティアですか？

　現役の消防団員も、知識や経験がないところからスタートして
いますので安心してください。年に１度合同新人研修が行われま
すし、分団ごとの活動を通して先輩方が教えてくれます。

　熊本地震を経験し「地域で困って
いる人は一人も取りこぼしたくな
い」と感じて、仲間と共に第47分団
初の女性団員となりました。また、２
年前には独居高齢者も利用できる
子ども食堂を開設し、コミュニティ
の把握に努めてきました。今後は地
域の行事に参加することで、私たち
の活動を知ってもらい地域防災の
一助となる存在になりたいです。

Q 知識も経験もありませんが
消防団員になれますか？

消防団の役割

消防団員のエントリーは
こちらから！

SNSで活動の様子を紹介しています！

Instagram Facebook TikTok

新人研修参加者のリアルボイス

こども食堂と消防団の
連携で社会的弱者を守る

平常時
◎火災から住民を守るための火災予防や広報活動
◎地域の防災行動力を高めるための初期消火や
　応急救護などの指導

災害時
◎消防署と連携した消火活動
◎住民の救助、救護活動や避難誘導
◎逃げ遅れ者等の情報収集
◎現場での広報および鎮火後の警戒活動

消防団長

山口 純一さん
やま ぐち  じゅんいち

教えてくれたのは
第14分団（託麻原校区）

井手口 秀生さん（33歳）／国家公務員
い　で　ぐち　ひで　お

本市最年少の分団長！

こんな方も活躍中

学校教育

12月3日に開催された新人研修の様子

訓練の様子

第47分団（中島校区）

古川 久仁子さん（54歳）
ふる かわ　 く　 に　 こ

　認定子ども園の園長として「子育
て」という視点で地域とつながって
きましたが、新たに消防団という側
面ができ地元がもっと好きになりま
した。田迎南校区は転入してきた若
手世代による自治会もあります。い
ろんな横軸が交流することで大き
な「面」となり、地域の安心を構築し
ていけるようにがんばります。

PTA、自治会、民生員。
力を合わせて防災力を強化

第57分団（田迎南校区）

松永 和孝さん（34歳）
まつなが　かず たか

子どもが
安心できる地域は
自分たちの手で
守りたい！

第11分団（白山校区）

鬼塚 舞さん（22歳）／学生
おに つか　まい

学生団員

いつかは
女性団員による
全国消防操法大会に
出たい！

　小学3年生と２年生の娘を持つ井手口さん。入団のきっかけは、お
子さんが小学校に入学するタイミングで「もっと安心して暮らせる地
域にするために、何かできることはないか？」と考えたことだったそう。
「たまたま目にした市政だよりで消防団員を募集していると知り、即問
い合わせました」と振り返ります。
　第14分団は住宅街にあるため、地域の火災にいち早く駆けつけ被
害を最小限に収めることは住民の安心・安全に直結します。「家族・職
場・地域の皆さんの理解があるからこそ活動できることに日頃から感
謝し、自分たちの住む地域をみなさ
んと一丸となって守っていきたいで
すね」と意気込みます。令和3年4月
には市内最年少の分団長に就任。
学校PTAや自治会とも連携し、より
住みやすい校区をめざします。

　自宅近くに消防団倉庫があり、点検作業を行う姿をよく見かけてい
たという鬼塚さん。興味をそそられチェックしたInstagramで団員募
集の告知を見つけ、勇気を出して一歩を踏み出したのが令和４年４
月。まだ災害出動の経験はありませんが、台風接近時に避難所の案内
をして回ったり、団員募集のチラシを配ったり、広報活動を通し安心し
て暮らせる校区作りに貢献しています。
　「入団してびっくりしたのは、女性団員が多かったこと。所属する第
11分団は全18人中4人が女性で、みなさんイキイキと活躍中。私も
いつか、消防用機械器具の操作技術を競
う全国操法大会に出られるように頑張り
たいですね」と意気込みます。YouTube
を見てロープの結び方を自主練してい
る鬼塚さん。やりがいと仲間の存在が充
実した毎日につながっています。
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